
算数科学習指導案 

指導者 広島市立〇〇小学校 

 教諭  〇〇 〇〇 

 

１ 日時    令和元年１０月〇日（〇） 

 

２ 学年・組  第１学年〇組 

 

３ 単元名     「ひきざん」 

 

４ 単元の目標 

 １１～１８から 1 位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を考え理解し，確実にできるように

するとともに，それを用いることができるようにする。 

 

５ 単元の評価規準 

算数への関心・意欲・

態度 

数学的な考え方 数量や図形についての

技能 

数量や図形についての

知識・理解 

・既習の減法計算や数

の構成を基に，11～18

から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算

の仕方を考えようとし

ている。 

・11～18 から１位数を

ひく繰り下がりのある

減法計算の仕方を考

え，操作や言葉などを

用いて表現したり工夫

したりすることができ

る。 

・11～18 から 1 位数を

ひく繰り下がりのある

減法計算が確実にでき

る。 

 

 

・１０のまとまりに着

目することで，11～18

から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算

ができることを理解す

る。 

 

 

６ 単元について 

 本単元は，１０までの数の合成・分解の学習を生かし，半具体物を用いた活動などを通して 11～18

から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を考え，それらの計算が確実にできるようにする

ことを主なねらいとしている。この単元の内容は，繰り上がりのある加法と同様に今後の減法の基礎

となる計算なので，十分な理解と習熟をはかっておけなければならない内容である。したがって，練

習方法を工夫し，確実に身につくようにする必要がある。また，既習の数の見方や計算の仕方を活用

して解決しようとする態度や問題解決した過程や結果を具体物や図などを用いて伝え合い，互いの考

えのよさを理解しようとする態度を養い，第２学年以降で計算の仕方を考える際に生かしていけるよ

うにする単元でもある。 

本学級の児童は，算数科の学習に対して意欲的な児童が多く，学習アンケートでは，「算数の勉強

が楽しい」と答えた児童の割合は〇％であった。前期に行った「のこりはいくつ ちがいはいくつ」の

単元末テストでは，正答率が９０％以上の児童の割合は〇％であった。また，「１０よりおおきいか

ず」の単元末テストにおいて，２０までの数の繰り下がりのないひき算の正答率が９０％以上の児童

の割合は〇％であった。帯学習や家庭学習などで計算練習を積み重ね，繰り下がりのない減法の学習

において，計算する力は身についてきているが，数の概念が弱く，数を「１０といくつ」「５といく



つ」というように分解して考えることに課題があり，数え引きで計算する児童も多い。また，ペアや

グループで自分の考えを友達に伝えたり，友達の考えを聞いたりする際には，一生懸命自分の考えを

伝えようとする児童が多い。一方で，なかなか自分の思いが伝えられなかったり，友達の考えが聞け

なかったりする児童もいる。 

指導においては，既習の減法との違いをはっきりさせた上で，「１０とあといくつ」という見方を

使えば，既習のたし算とひき算の計算の仕方で答えが求められることに気づかせていく。また，考え

方の手順を示した掲示物やカードを活用し，計算の仕方の定着を図るようにする。被減数を「１０と

いくつ」に分けて計算することの理解が困難な児童には，算数ブロックを準備する場面で，必要なブ

ロックの数を確かめるなどして，数の概念の定着を図る。学習の中で，算数ブロックなどの半具体物

や図などを用いて考えたり，それらを使って言葉で説明したりする活動を重視していく。そこで，自

力解決の際には児童の考えの良いところを机間指導しながら評価し，児童が自信をもって自分の考え

を友達に伝えられるようにしていきたい。また，ペアで伝え合う時間の後には，友達がどのような考

えだったかを発表する時間を設定し，友達の考えを聞く力も身につけさせていきたい。習熟の場面に

おいては，計算カードを使った練習や計算ゲームを取り入れ，楽しみながら計算の練習に取り組ませ

ていく。 

本時では，ブロック操作だけでなく図や言葉，式等を使って考えられるようなワークシートを活用

し，一人一人が自分の考えをもつことができるようにする。児童の考えの中から，減加法と減々法の

両方を取り上げて扱うことで，一つの答えを求めるのに複数の考え方があることに気づかせていく。

２つの考え方の違いに気づかせるために，算数ブロックを操作する活動を行い，減数の除去の仕方に

着目させる。また，どちらの考え方でも答えは同じになること，被減数を１０といくつに分けて考え

ていることが同じであることをおさえる。減法の考え方は１つだけではないことを理解し，児童が，

数の大きさに着目し，計算の正確さや速さを基に，減加法か減々法を柔軟に選択して計算することが

できるようにしていきたい。 

 

７ 指導と評価の計画（ 全１３時間 本時 ６／１３） 

 ねらい 評価の観点 

次 時 関 考 技 知 主たる評価規準（評価方法） 

１ １ 

 

２ 

・11～18から１位数をひく繰り下

がりのある減法計算で，被減数を

分解して計算する方法（減加法）

を理解する。 

○ ◎   【関】既習の加減計算や数の構成を基

に，13－９などの計算の仕方を考えよ

うとしている。   （観察・発言） 

【考】13－９などの計算の仕方を考

え，操作や言葉などを用いて説明する

ことができる。（ワークシート・発言） 

２ ３ 

 

・前時までの学習をふまえ，11～

18から１位数（８）をひく繰り下

がりのある減法計算で，減加法の

理解を確実にする。 

   ◎ 【知】減数が８の場合でも，10 のま

とまりから１位数をひけばよいこと

を理解している。 

（ワークシート・発言） 

４ ・前時までの学習を踏まえ，11～

18から１位数（８や９）をひく繰

り下がりのある減法計算で，減加

  ◎  【技】減数が８や９の問題で減加法に

よる計算が確実にできる。  

      （ワークシート・発言） 



法による計算の習熟を図る。  

５ ・前時までの学習を踏まえ，11～

18から１位数（７）をひく繰り下

がりのある減数計算で，減加法に

よる計算の習熟を図る。 

  ◎ ○ 【技】減加法による計算が確実にでき

る。   （ワークシート・発言） 

【知】減数が５～８の場合でも，10

のまとまりから１位数をひけばよい

ことを理解している。 

     （ワークシート・発言） 

３ 

 

６ 

 

・11～18から１位数をひく繰り下

がりのある減法計算で，減数を分

解して計算する方法（減々法）が

あることを知り，計算の仕方につ

いての理解を深める。 

 ◎   【考】どこから減数を引くかを考え，

ブロックや図などを使って説明する

ことができる。 

（ワークシート・発言） 

７ ・11～18から１位数をひく繰り下

がりのある減法計算で，減加法と

減々法のどちらでするか考えさ 

せ，計算の仕方についての理解を

深める。 

  

 

 ◎ 【知】11～18 から１位数を引く繰り

下がりのある減法計算は，被減数を

10のまとまりといくつに分けて考え 

ればよいことを理解している。 

         （ノート・観察） 

４ ８ 

９ 

10 

11 

12 

・減法の計算能力を伸ばす。 

・ゲームなどを通して 11～18 か

ら１位数をひく繰り下がりのあ

る減法計算が確実にできるよう

にする。 

  ◎  【技】11～18 から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算が確実にでき

る。       （ノート・観察） 

５ 13 ・学習内容の定着を確認し，理解

を確実にする。 

・減法についての理解を深める。 

○  ◎  【技】基本的な学習内容を身につけて

いる。 

【関】既習事項を適切に用いて，活動

に取り組もうとしている。 

         （ノート・観察） 

 

８ 本時の目標 

 ２位数から１位数をひく繰り下がりのある減法計算で，減数を分解して計算する方法（減々法）が

あることを知り，計算の仕方についての理解を深める。 

 

９ 本単元で働かせる主な「数学的な見方・考え方」 

被減数は１０といくつに分けられるかに着目し，算数ブロックや図などを用いて，どこから減数を

引くかを考える。 

 

 



10 本時の評価  

到達度 具体の評価規準 判断の目安 

十分満足できる状況 

 

 

〇算数ブロックや図などを使って

どこから減数を引くかを考え，説

明することができる。 

○算数ブロックや図などを使ってどこから減

数を引くかを考え，操作や言葉，図，式など

を用いて，筋道を立てて説明することができ

る。 

 

概ね満足できる状況 

 

○算数ブロックや図などを使ってどこから減

数を引くかを考え，自分の考えを説明するこ

とができる。 

努力を要する状況の

児童への手立ての例 

〇題意をとらえやすくするために，具体物を示したり，問題文に線を引いたりす

る。 

〇どこから減数を引くか視覚的に理解させるために，算数ブロックを操作させる。 

  

11 準備物 

 ワークシート，算数ブロック，既習事項の内容（掲示物） 

 

12 本時の学習展開 

学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 ◇支援◆評価【観点】（評価方法） 

１．問題を読み題意をとらえ，

解決の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題をつかむ。 

 

 

３．１２－３の計算の仕方を考

える。（自力解決） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お菓子は１０こ箱に入っていて，

２こはばらで置いてあります。 

・１２このお菓子があることと，３

こ食べることがわかっています。 

・「のこりは」とあるからひき算に

なると思います。 

・式は１２－３だと思います。 

・今までの問題よりひく数が小さい

です。 

 

 

 

 

・今までの学習と同じ方法でする

と，１２を１０と２に分けて，１０

から３をひいて７。７と２をたして

９になります。 

・今回はひく数が少ないので，３を

２と１にわけます。１２から２をま

ずひいて，残りの１０から１をひく

と９になります。 

 

◇題意をとらえやすくするため

に，分かっていることと聞かれ

ていることに線を引く。 

◇お菓子の写真を拡大したもの

を提示し，お菓子３個をどこか

ら取るか考え見通しをもたせ

る。 

◇これまでの学習との違いを考

えさせる。 

 

 

 

 

◇計算の仕方を説明させるため

に，図や言葉，式等を使って自

分の考えをワークシートにかか

せる。 

 

 

 

 

おかしが１２こあります。 

３こたべると，のこりはな

んこですか。 

めあて：１２－３のけいさんのしかたをかんがえよう。 

 

 



 

 

 

 

 

４．計算の仕方を説明しあう。

（集団解決） 

 

 

 

 

 

５．計算の仕方をまとめる。 

 

 

 

６．練習問題を解く。 

（１１－２を計算する。） 

 

 

７．学習を振り返る。 

・かぞえひきで１つずつかぞえなが

らひいて９になります。 

 

 

 

 

・どの考え方でも答えは９で同じに

なります。 

・ひく数が小さいときは，ばらから

ひくほうがやりやすいです。 

・やっぱり１０からひくほうが考え

やすいです。 

 

 

◇図や言葉，式等に表すことが

難しい児童には，どこから減数

を引くか視覚的に理解させるた

めに，算数ブロックを操作させ

る。 

 

◇減加法と減々法の違いが明確

になるように板書に整理してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

◆算数ブロックや図などを使っ

てどこから減数を引くかを考

え，説明することができる。 

【考】（ワークシート・発言） 

 

 

 

13 板書計画 

１０／３０ ひきざん                               ＜まとめ＞ 

           ＜めあて＞                          

＜もんだい＞ 

                   

 

 

                                          

            

 

 

 

 

しき １２－３＝９ 

      こたえ ９こ 

 

まとめ：１０のまとまりからひいても，ばらからひいても，けいさんできる。 

 

 

おかしが１２こあります。 

３こたべると，のこりは 

なんこですか。 

 

＜かんがえ①＞ １０のまとまりからひく 

 

□□□□□□□□□□ □□ 

□□□□□□□＋□□  １２－３ 

          １０ ２ 

１２－３のけいさんのしかたをかんがえよう。 

１０のまとまりから

ひいても，ばらからひい

ても，けいさんできる。 

 

＜かんがえ②＞ ばらからひく 

 

□□□□□□□□□□ □□ 

□□□□□□□□□   １２－３ 

              ２ １ 

＜れんしゅう＞  

ばらからひく 

□□□□□□□□□□ □ 

□□□□□□□□□  

１１－２＝９ 

   １ １ 


